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一

　

緒
言

　

親
鸞
の

主
著

『

顕

浄
土

真
実
教
行
証

文
類
』

（
以
下、

『

教
行
信
証
』

と

略
す）

に

お

い

て

「

行
の
一

念
」

の

解

釈
は

、

「

行
巻
」

に

あ
る

。

そ

こ

で

は
「

行
の
一

念
」

を

阿

弥
陀
仏
に

よ

る

往
相
回
向
の

大
行
の

は

た

ら
き
と
示
し

、

阿

弥
陀
仏

に

よ
っ

て

選
ば

れ
、

回

向
さ
れ

た

＝

声
の

称
名
」

が
「

易
行
の

至

極
」

で

あ

る
こ

と

が

語
ら

れ

て

い

る
。

ま

た
、

阿
弥
陀
仏
よ

り
回

向
さ

れ

る

信
楽
は

、

こ

の

「

行
の
一

念
」

に

よ

る
こ

と

も
あ
わ

せ

て

説
か

れ
、

そ

れ

は

第
十
七

願
の

行
と

し
て

こ

の

世
間
に

具
体

化
す
る

。

一

方
で

、

こ

の

「

行
の
一

念
」

を
衆
生
の

立

場
か

ら

捉

え
る
見
方
も
あ
る

。

つ

ま

り
、

衆
生

の

獲
信
後
の

＝
尸

の

称
名
を

「

行

の
一

念
」

と

す
る

見
方
で

あ
る

。

衆

生

の

「

獲

信
後
の
一

声
の

称
名
」

と

い

う
「

衆
生
の

行
信
」

は
、

「

行
巻
」

の

「

行
一

念
」

と
、

ど

う
関

係

す
る

の

か
。

「

行

巻
」

は

「

往
相
回
向
の

行
信
」

に
つ

い

て

の

「

行

の
一

念
」

が
主

題
で

あ
る

こ

と

を

思

え
ば

、

「

行
の
一

念
」

と
「

衆
生

の

行

信
」

と
の

関

係
は

、

「

信
巻
」

の

「

信
の
一

念
」

が

明
か

さ

れ

た

後
に
、

問
わ
れ

る

べ

き

課
題
と

考
え
る

。

と

こ

ろ

が
、

従
来

、

「

行
信

不

離
」

の

立

場
か

ら
、

「

行
」

の

問

題
が

論
じ

ら

れ

る

こ

の

場
面
で

同

時
的
に

扱
わ
れ

、

そ
の

根
拠
と

し

て
『

末
燈
鈔
』

第
十
一

通
（
以

下
、

「

末

燈
鈔
』

と

略
す）

を
引

用
し
て

解
釈
が
な

さ
れ

る

こ

と
が

あ
る

。

な

ぜ

時

系
列
的
に

晩

年
の

消
息
を

根
拠
に

用
い

『

教
行
信
証
』

の

解
釈
を
行

う
の

か

疑
問
が

残
る

。

む

し

ろ
、

『

末
燈

鈔
』

の

解
釈
に

『

教
行
信
証
』

の

解
釈
を
充
て

る

べ

き
で

あ
る

と

考
え

る
。

そ
こ

で

本
稿
は

、

ど

の

程

度
の

講
録
が

『

末
燈
鈔
』

を

解
説
に

用
い

て

い

る

か

を

考
察
し
た

後
、

第
十
一

通
の

文
献
学
的
考
察
を

試
み

、

そ
の

妥
当
性
に
つ

い

て

検
討
を

試
み

た
。

二

　
講
録

　

本
節
で

は
、

「

行
一

念
」

解
釈
に

お

け
る

『

末
燈

鈔
』

の

扱
い

に

限

定
し

、

近
世
以

降
の

『

教
行
信
証
』

講
録
を

概
観
す
る
（

紙
面
の

都
合
上

、

有
無
を

述
べ

る

に

留
め

、

近
・

現
代
の

研
究

者
の

著
作
は

別
の

機
会
に

譲
る
）

。

　
　

　
　
　

　
　
　

　（
1

）

　
　
　
　
　
　

　

（

2）

　

先
ず

、

智
暹
『

樹
心

録
」

、

芳
英
『

集
成

記
』

は
、

＝

念
」

理

解
を
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中
心

に

論
じ

、

『

末
燈
鈔
』

を

全

く
引
用
し

な
い

。

た

だ
、

芳
英
は

終

盤
に

『

末
燈
鈔
』

第
十
二

通

「

弥
陀
の

本
願
と

申
す
は
（
以

下

略
）

」

の

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
（
3

）

一

文
を

引
く
の

み

で

あ
る

。

ま
た

、

円
月

『

仰
信
録
』

は
、

大
行
の

義

を

明
か

す
と
い

い
、

し

ば

ら

く
最
初
の
一

念
に

つ

い

て

そ
の

義
を
明
か

し
、

先
師
の

説
を

多
く

仰
ぎ

信

行
の

二

法
は

名
号
を

体
と

な
す
と

論

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
（

4）

じ
、

『

末
燈

鈔
』

へ

の

言

及
は

な
い

。

玄

智
『

光
融
録
』

は
、

先
ず

善

導
引
文
で

「

乃

下
」

を
、

次
い

で

『

樹
心
録
』

引
文
で

「

行
相
に
つ

い

て

の
一

念
、

多
念
」

を
論
じ

、

一

念
・

一

声
は

「

往
生
の

行
業
な

り
」

と

示
し

、

「

末
燈

鈔
に

信

行
一

念
を

釈
し
て

云
々
」

と

挙
げ

る
。

続
い

て

「

一

念
、

一

声
」

は

「

如
来
の

誓

約
」

と

結
び

、

「

末
燈

鈔
、

信
行

一

念
を

結
釈
し
て

云
く

」

と
、

『

末
燈
鈔
』

で

「

如

来
本
誓
」

と

結
ぶ

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
（

5）

引
文
を

示
す

。

善
譲
『

敬
信
記
』

は
、

僧
鎔
『

一

滴
録
』

を
参
考
に
「

行

も
信
も
唯
一

の

南
無
阿
弥
陀
仏
の

法
体
な
り

」

と

掲
げ

、

行
信
の
一

多

を

問
い

、

「

行
に
一

多
」

あ
る

が
、

「

信
の

多
念
を
云

わ

ず
」

と

『

末
燈

鈔
』

「

疑
う
心
の

少
も
な

き

を
信
の
一

念
と
い

う
」

と

の
一

文
を
引

用

す
る

の

み

で

あ
る

。

た

だ

直
後
に

行

信
不
離
に

言
及
し

『

末
燈

鈔
』

の

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
（

6）

分
科
を
挙
げ、

後
に

委
し

き
こ

と

は

弁
ず
と
し

て

い

る
。

義
山

『

摘
解
』

は
、

一

念
を
分

別
す
る

初
め

に

智
暹

、

道
隠

、

月
珠
を

引
き

、

次
に

行

信
に
つ

い

て
一

多
を
考
え

、

の

ち

僧
鎔
を

孫
引
き
し

「

『

末

燈
鈔
』

に

行
を
釈
す
る
に

は

十
声
十
念
と

言
い

、

信
を
釈
す
る

に

は

但
一

念
と

言

う
」

の
一

文
を

見
る

の

み

で

あ
る

。

こ

れ

ら

の

講
録
は

、

「

行
信
不
離
」

の

根

拠
に

『

末
燈

鈔
』

を

引
用

す
る

が
、

「

行
一

念
」

の

中
心

的
解

説

『

末
燈
鈔
』

に

み
る

「

行
の
一

念
・

信
の
一

念
」

の

解
釈
に

つ

い

て

（

岡）

に

『

末
燈
鈔
』

を

積
極
的
に

は

用
い

て
い

な
い

。

こ

れ
と

対
照
的
な
の

　
　

　
　
　

　
　
（

7
）

は
、

柔
遠
『

頂
戴
録
』

で
、

分
科
を
為
し

た

直
後
「

行
則
等
と
は

信
行

不
離
の

行
、

信
行
不
離
の

信
を

謂
ふ
」

と

示
し

、

『

末
燈

鈔
』

の

全

文

を

引
用
し

、

「

信
の
一

念
」

を

中
心
に

「

付
属
の
一

念
」

解
釈
へ

と

展

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
（
8

）

開
す
る

。

柔
遠
に

影
響
を

与
え
た

僧
鎔
「

一

滴
録
』

は
、

往
相
行
信
と

は

仏
願

回

向
の

法
体
で

、

行
も

信
も
た

だ
一

つ

の

南
無
阿
弥
陀
仏
の

法

体
の

と
こ

ろ

な
り
と

言
い
、

行
に

則
ち
一

念
あ
り
信
に
一

念
あ
り
と
い

い
、

機
に

現

れ
る

行
相
を

示
し

、

法
体
の

南
無
阿
弥
陀
仏
回
向
の

行
信

を

行
者
へ

領

受
納
得
す
る

と
こ

ろ

を

行
の
一

念
、

信
の
一

念
と
い

う
。

と
き
に
こ

の

正
覚
の

果
号
を

そ

の

ま
ま
領
受
納
得
し

て

疑

う
こ

こ

ろ

の

な
く
決
定
往
生

と

信
受
す
る

を

信
の
一

念
、

そ
の

信
心
の

口

に

あ
ら
わ

れ
た
一

声
の

称

名
を

行
の
一

念
と
い

う
と

言
い

、

信
が

行
を

離
れ

ず
、

行
が

信
を

離
れ

ず
と

示

し
、

そ

の

根
拠
と

し

て

『

末
燈
鈔
』

を
細
心
に

精
読
し

給
う
べ

し

と

論
じ

る
。

さ
ら
に

、

こ

の

行

信
の
一

多
に
つ

い

て

信
に

多
念
の

無
い

文
証
と

し
て

再
び

『

末
燈

鈔
』

「

行
と

申
す
は

本
願

の

名
号
を
」

以

下
の
一

文
を

引

用
し

て
い

る
。

僧
鎔
は

、

衆
生
の

信
後

に

お

け
る

称
名
が

行
の
一

念
で

あ
る

根
拠
に

『

末
燈

鈔
』

を
用
い

て

い

　
　

　
　
　

　
（
9

）

る
。

僧
叡
『

随

聞
記
』

は
、

分
科
の

後、

弘
願
他
力
の

行
信
に
つ

い

て
、

機
に

受
け
た

上
は

前
後
あ
り
信
前
行
後
な
り

、

法
体
は

同
時
な
り

、

そ

の

体
唯
一

な

る

故
に

と
い

い
、

『

文
類

聚
鈔
』

『

拾
遣
古
徳
伝
』

『

和
語
燈
』

等
を

引

用

し

詳
細
な
解
説
を

施
し
て

い

る
。

そ
の

な
か

、

信
に
一

多
あ

る

を

問
答
し

、

信
の

多
を

言
う
は

、

祖
意
を
知
ら

ぬ

も
の

の

言
葉
で

あ

＝一
二
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『
末
燈
鈔
』

に
み
る

「

行
の
一

念
・

信
の
】

念
」

の

解
釈
に

つ

い

て

（
岡）

る

と

批
判
し

た

後
、

「

末
燈

鈔
』

を
引
用

し

「

こ

の

文
意
を

よ

く
よ

く

心

得
べ

し
、

文
類
を

快
会
な

ら
ぬ

に

つ

い

て
、

末
燈
鈔
を

別
と

す
る

人

が

あ
る
が

、

行

信
の
一

念
の

言
い

始
め

は

文
類
な
り

、

そ

れ

が

心
得
ら

れ

な
い

者
が

あ
る

為
に

弁
ぜ

ら

れ

た

末
燈

鈔
な

り
。

」

と
い

い

「

頭

か

ら

信
行
不
離
と

い

う
て

も
さ

ば
け
ぬ

も
の

な

り
」

と

「

聖

教

の

上

を

研

究

す
る

に

な

り
て

は
」

、

「

聖

教
量
た

る

所
依
を
出

す
べ

し
」

と

言
う

。

　

　
　
　
（

10）

興

隆

『

徴
決
』

は
、

分
科
の

後
「

行
一

念
は
一

声
の

称
南
無
阿
弥
陀
仏

な

り
」

と

い

い

直

後
に

「

末
燈
鈔
』

「

行
と

申
す
は
（
中
略）

行
な

り
」

を

引
用
し

、

こ

れ

を
「

所
信
法
体
」

と

分
科
す
る

。

さ

ら

に
『

末
燈
鈔
』

に

明
か

す
「

本
願
の

名
号
（

中

略）

往
生

す
と

申
す
こ

と
」

こ

れ

を

所

信
、

「

き

き
て
」

は

聞

信
即

能
信
と

示
し

、

次
の

分

科
「

信

後
称

名
」

の

文
と

し
て

再
び

『

末
燈

鈔
』

云

云

と

し

て

＝

声
を

も
（

中

略
）

行

な

り
」

を

示
す

。

最
後
に

「

行
と

信
と

は

御
誓
を
も
う
す
な
り

」

に

続

き

『

末
燈
鈔
』

第
十
二

通

「

弥
陀
の

本
願

と

申
す
は
（

中
略
）

め

で

た

き
こ

と
に

て

候

な

り
」

を

引
く

。

量

的
に

少
量
の

解
説
で

あ
る

が

「

末

燈

鈔
』

引
文
の

占
め

る

割
合
は

極
め

て

大
き
い

。

　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
（
11）

　

最
後
に

、

香

月
院
深
励
『

広
文
類

会
読
記
』

は
、

分

科
の

後
「

凡
就

往
相
回

向
行
信
」

は

「

行
巻
」

冒
頭
の

「

謹
案
往
相
回
向
有
大
行
有
大

信
」

を
此

処
に

出
し
、

そ

の

往
相
回

向
の

行
に

も
信
に

も
一

念
が

あ
る

と
い

う
。

但
し
、

信
の
一

念
は

「

信

巻
」

末
に

至
っ

て

解
釈
す
る

が
、

そ
の

解
釈
が
こ

こ

か

ら

起
き

る
こ

と

を
示
す

。

深
励
が
他
師
と

異
な
る

点
は

、

行
の
一

念
に

「

所
信
の

行
の

一

念
」

と

「

能

信

後
の

行
の

一

＝
二

二

（
12
）

念
」

を

見
、

「

行
巻
」

に

明
か

す
は

ど

こ

ま

で

も
所
信
の

行
で
、

体
は

諸
仏
讃
嘆
の

名
号
な
り
と

述
べ

る

と

こ

ろ

で

あ

る
。

三

　
考
察

そ
の

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
（
13
）

　

冒
頭
二

文
か

ら

推
論
で

き

る

事
柄
は

、

念
仏
往
生

と

説
く
親
鸞
を

慕

う
人
た

ち
の

行
動
で
、

「

念
仏
よ

り
信
心
が

大
事
」

と

い

う
人
々

の

言

動
に

疑
問
を
抱
い

た
こ

と

か

ら

起
き
た

行
為
と
い

う
こ

と

で

あ
る

。

　

課
題
は

「

さ
て

は

お
ほ

せ

ら

れ
た
る

こ

と
」

以

下
で

あ
る

。

先
ず
こ

の
一

文
は

前
後
に

分
け
る

こ

と

が
で

き
る

。

前
半
は

問
い

が

文
字
ど

お

り、

「

信
の
一

念
」

と

「

行
の
一

念
」

と

い

う
二

事

象
に

関
す
る

こ

と

を

明
ら

か

に

す
る

。

つ

ま
り
、

論
点
を
明
確
に

す
る

意
図
で

反
復
し

て

い

る
。

そ

れ

ぞ

れ

異
な
る

事
象
を

指
す
言
葉
と

し

た

上

で
、

親
鸞
の

答

え
は

、

「

な

れ

ど

も
」

と

逆
説
の

接

続
語
を

用
い

て

冒

頭
か

ら

「

二

つ

」

と
い

う
理
解
を

認
め

な
い

。

そ

れ
は
第
一

文
後
半
「

信
を
は

な
れ

た

る

行
も

な

し
」

に

明
ら
か

で

あ
る

。

注
意

点
は

、

主

格
の

格
助

詞
「

も
」

が

「

行
」

に
、

動
作
の

対
象
を
表
す
助
詞
「

を
」

が

「

信
」

に

付
い

て

い

る

点
で

あ
る

。

故
に

中
心
主

部
は
「

信
」

で

は

な
く

「

行
」

で
、

「

行
」

の

動
作
対

象
が

「

信
」

に

及
ぶ

こ

と

を

示
す

。

ま

た
、

「

離
れ

る
」

は

「

伴
わ

な
い
」

の

意
よ

り
、

「

離
れ
た

る

〜

な
し
」

は

「

伴
う
」

と
い

う

意
味
で

、

こ

の

命
題
文
は
「

行
は

信
を

伴
う
」

と

な

る
。

こ

れ

は
「

行
」

に

対
す
る

誤
っ

た

考
え

方
を

訂
正

す
る

目

的
か

ら

「

行
」

を
中
心
に

据

え
た

意
図
を

読
み

取
る

こ

と

が

で

き
る

。

つ

ま

り
「

行
巻
」

の

第
十
七
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願
の

行
の

具
体

的
は

た

ら

き
と
し

て

「

行
に

は

信
が

伴
わ

れ

て

い

る
」

と
い

う
こ

と

で

あ
る

。

こ

の

行
が

信
を
伴

う
と
い

う
構
造
は

、

「

教
巻
」

冒
頭
の

「

謹
按

浄
土

真
宗

、

有
二

種
回

向
一

者
往
相
二

者
還

相
。

就
往

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
（

14
）

相
回

向
有
真
実

教
・

行
・

信
・

証
」

、

及
び

「

行
巻
」

冒

頭
の

「

謹
按

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
（
15
）

往

相
回
向
有
大

行
大

信
。

大

行
者
称
無

碍
光
如

来
名
」

、

さ

ら

に

「

信

巻
」

別
序
の

「

夫
以
獲
得
信
楽
発
起

自
如
来
選
択
願
心

。

開
闡
真
心
顕

　
　

　
　
　

　
　
（

16
）

彰

従
大

聖

矜
哀

善
巧
」

等
か

ら
、

行
と

信
と

は

共
に

往

相
回

向
で

あ

り
、

特
に

信
楽
は

如
来
の

願
心
に

よ

り、

そ
れ

が

説
か

れ

る
こ

と

は

釈

迦
の

善
巧

す
な

わ

ち
『

大
無
量
寿
経
』

の

説

法
に

よ

る
こ

と

を
明
か

す
。

つ

ま

り
、

こ

の
一

連
の

構
造
に

よ

り
「

信
」

が

「

行
」

に

伴

わ

れ

て
い

る
こ

と

は
、

『

教
行
信
証
』

理

解
の

大
前

提
で

あ
る

。

前
文

同
様
に

第

二

文
「

行
の
一

念
を

は

な
れ

た

る

信
の
一

念
も

な
し

」

も
、

「

信
の
一

念
は

、

行
の
一

念
を
伴
う

」

こ

と

を

示
す
こ

と

に

な
る

。

こ

れ

は
、

行

に

伴
わ

れ

る

「

信
」

の

内
実

、

す
な

わ

ち

「

信
の
一

念
」

は

「

行
の
一

念
」

に

よ
っ

て

明
ら

か
に

な

る

と
い

う
命

題
提
示
で

あ
る

。

つ

ま

り
、

こ

の

「

信
の
一

念
」

が

「

行
の
一

念
」

に

よ
っ

て

起
き
る

と
い

う
構
造

は
「

信
巻
」

信
一

念
釈
の

『

如
来
会
』

引
文
以

下
で

「

又
（
如

来

会
巻
下）

言
「

他
方
仏
国

所

有
衆
生

、

聞
无
量

寿
如
来

名
号
能
発
一

念

浄
信

歓

（
17
）

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

（
18）

喜
」

又
（

大
経
巻

下
）

言
「

其
仏
本
願
力
聞
名
欲
往
生
」

」

と

示
し

、

「
「

如

来
会
』

が

如
実
に

示
す
よ

う
に
「

无
量

寿
如
来
の

名
号
を

聞
」

い

て

＝

念
の

浄

信
が
お
こ

っ

た
」

と
こ

ろ
、

そ
の

仏
の

名
号
の

声
と

な
っ

て

十

方
に

超
え
て

聞
こ

え
て

く
る

、

そ
の
一

念
の

行
に

、

正
に

聞
か

し

め

る

『

末
燈
鈔
』

に
み

る
「

行
の
一

念
・

信
の
一

念
」

の

解
釈
に
つ

い

て

（
岡
）

は

た

ら

き
の

あ
る
一

念
が

、

そ
の

如
く
に

聞
名
と

な
っ

て

開
く
瞬
間
を

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　（
19）

信
楽
の
一

念
と

捉
え
て

い

る
。

」

と

拙

論
で

示
し

た
。

こ

れ
は

親
鸞
が

『

教
行

信
証
』

で

明
確
に

し

て

い

る

こ

と

で

あ
る

。

　

　
　
　

　
　
　

　
（
20
）

　

さ
て

、

「

そ

の

ゆ

え
は
」

以

下

は
、

行
が

信
を

伴
う
理

由

を
「

行
」

の

説
明
を
一

念
に

関
連
づ

け
て

述
べ

る

必

要
か

ら

為
さ

れ

た
も
の

で

あ

る
。

「

行
と

申
は
」

以

下
が

そ

れ
で

、

「

行
」

を
主

部
に

し
て

、

行
の

内

実
を
説
明

す
る

。

注
意
点
は

、

こ

の

文
が

複
文
（

主
述
関
係
が
成

立
し

て

い

る

文
で

、

そ
の

構
成
部
分
に、

さ
ら

に

主

述

関

係
を
も
つ
）

と

い

う
こ

と

で

あ
る

。

し
か
も
主
部
が

「

行
」

と
い

う
同
一

単
語
で

あ
る

。

一

番
目

の

「

行
」

は
「

本
願
の

名
号
を
一

声
称
え
て

往
生

す
と

申
す
こ

と
」

で

あ
る

。

こ

の

内
容
を

仮
に

【

A
】

と

置
く
と

、

こ

こ

に

は

も

う
一

つ

「

【

A
】

を
き
き
て

、

一

声
を
も
称
え

も

し

は

十

念
を
も
せ

ん
」

と
い

う

「

行
」

、

つ

ま

り
二

番
目
の

行
が

現
れ

る
。

「

き
き
て
」

を

挟
ん

で

二

つ

の

行
が

存

在
し

て

い

る
。

第
一

の

「

行
」

は

【

A
】

。

こ

の

【

A
】

す

な
わ

ち
「

本
願
の

名
号
を
一

声
称
え

て

往
生

す
と

申
す
こ

と
」

が

出
来

る

動
作
主
は

「

行
巻
」

の

性
質
上

、

釈
迦
お

よ

び

第
十
七

願
に

誓
わ

れ

た

諸
仏

、

及

び

こ

れ

と

同

等
の

人
（
例

え
ば
、

親
鸞
に

と
っ

て

の

法
然
の

よ

う
に

獲
信

者
（
善

知
識）
）

で

あ

る
。

次
に

第
二

の

行
の

動

作
主

は
、

【

A
】

を

き
き
て
一

声
を
も

称
え
も
し

は

十
念
を

も

す
る

者
、

す
な

わ

ち

未

信
の

衆
生

（

私
）

で

あ

る
。

こ

の

未
信
の

衆
生

は
、

【

A
】

を

き

き

て
一

声
も
し

く
は

十

念
す
る
の

で

あ

る

が
、

そ

の

聞
き
方
が

次
文
で

説
か

れ
る

。

そ
れ

は

「

き
き
て
」

そ
れ
か

ら

「

疑

う
心
が

な

く
な
る
」

二

三
二
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『

末
燈

鈔
』

に

み

る

「

行
の
一

念
・

信
の
一

念
」

の

解
釈
に

つ

い

て

（
岡∀

と

い

う
聞
き
方
で

は

な

く
、

「

き
き
て
」

の

内

実
が

「

疑
う
心
の

少
し

も
無
き
」

状
態
と
い

う
の

で

あ
る

。

こ

の

御
誓
い

を
聞
い

て

疑
う
こ

こ

ろ

の

少
し
も
な
い

状
態
を

「

信
の
一

念
」

と

い

う
。

と

な
れ

ば
、

こ

の

二

番
目
の

「

行
」

に

動
作
主
と

し

て

の

衆
生
の

能
動
性
を

見
出
す
こ

と

は

「

行
」

の

説
明
に

適
さ

な
い

。

「

信
の
一

念
」

は

「

聞
い

て

い

る

そ

の

ま

ま
」

が

「

信
」

で

あ

る
。

つ

ま

り
、

信
と

は

諸
仏
の

称
名
を

そ

の

如
く
に

聞
い

て
い

る

状
態
で

あ
る

。

換
言
す
れ

ば
、

こ

の

諸

仏
の

称
名

は

衆
生
の

「

信
の
一

念
」

に

関
わ
る

諸
仏
の

行
で

あ
る

。

故

に

此

処
に

衆
生
の

能

動
性
を
言
わ

な
い

の

で

あ

る
。

「

本

願
の

名

号
を

称
え
て

往

生

す
る
」

と
い

う
説
法
は

、

釈
迦
の

行
為
と

し

て

世
間
に

初

め

て

現
れ

た
。

諸
仏
を
代

表
す
る

釈
迦
仏
に
は

じ
ま
り

、

七

祖
の

称
名
相
続
が

行

で

あ

り
、

こ

の

諸
仏
の

称
名

相
続
は

、

諸
仏
の

語
り

、

諸

仏
の

説
法
で

あ
る

が

故
に

、

信
を
伴
う
の

で

あ
る

。

こ

の

諸
仏
の

称
名
を

聞
く

状

態

を
信
の

状
態
と

示
し

、

「

疑

う
こ

こ

ろ

な
く

」

聞
い

て

い

る

状
態
を
「

信

の
一

念
」

と

著
す
の

で

あ
る

。

と

す
れ

ば

こ

れ

は

全
く

法
体
に

つ

い

て

の

解
釈
で

あ
る

。

故
に

「

信
と

行
と

ふ

た
つ

と

き

け
ど

も
」

と
、

「

信
」

と
「

行
」

と
二

つ

の

独
立

し

た

事
柄
が

あ
る

と

考
え
て
い

る

様
子
だ

が
、

と
手

紙
が

差
し

出
さ

れ

る

原

因
を
指
摘
し

、

逆
接
の

「

だ

が
」

を

用
い

て

そ

れ

を

打
ち

消
す

。

そ
し

て

「

行

を
一

声

す
る

を

き
き

て

疑
わ

ね

ば
」

と
、

→

声

名
を
称
え
て

往
生
す
る

と

い

う
行
の
一

念
に

信
の
一

念

の

状
態
が

開
か

れ
る

こ

と

を

示
し
て

い

る
。

次
文
の

「

行
を

は

な

れ

た

る

信
は
な
し
と

き
き
て

候
」

は
、

文
字
ど

お

り
行
を

は

な

れ

て

信
は

な

＝
二

四

い

（

信
は

必
ず
行
に

伴
わ

れ

て

い

る
）

と

聞
か
さ

れ
て

い

る
。

つ

ま

り
、

教
え
を

受
け
た
と

い

う
の

で

あ
る

。

こ

れ
は

親
鸞
独
自
の

話
し

で

は

な

く
、

伝
授
さ

れ

た

法
の

伝
承
を

明
か

し

て

い

る
。

「

又

信
は

な

れ

た

る

行
な
し

と

お
ぼ

し
め

す
べ

し
」

と

は
、

行
が

信
を

伴
う
と
い

う
命
題
の

く
り
返
し

、

「

こ

れ

み

な

み

だ

の

御
ち

か

ひ

と

申
こ

と

を

こ

こ

ろ

う
べ

し
」

は
、

こ

の

手
紙
で

述
べ

た

行
と

信
の

関
係
が

弥
陀
の

誓
願
で

あ
る

こ

と
、

「

行
と

信
と

は

御
ち

か

ひ

を

申
す
な

り
」

と
、

具
体
的
に

行
と

信
と

は

全
く
弥
陀
の

誓
願
そ
の

も
の

で

あ
る
と

強

調
し

て

い

る
。

四

　

結
果
（

結
び
に

か

え
て
）

　
こ

こ

に

親
鸞
の

卓
越
し
た

深
い

思

索
能
力
と

表
現
力
を

見
た

。

短
い

和
文
だ

が

「

行
」

と

「

信
」

を

明

確
に

峻
別
し

た

表
現

。

「

信
」

に

偏

重

し

な
い

論
理

的
文
章
群

。

八

四
歳
と
い

う
晩
年
だ

が

高
い

思

索
能

力

が

健
在
で

あ

る
。

こ

こ

か

ら

判
る

こ

と

は
、

『

末
燈
鈔
』

に

は

『

教

行

信
証
』

の

思

想
構
造

、

つ

ま

り
往
相
回

向
の

大

行
と

し

て

の

「

行
巻
」

の

思

想
と

、

往
相
回
向
の

大
信
と

し

て

の

「

信
巻
」

の

思

想
が

背
景
に

あ
る

。

特
に

行
を

説
明
す
る

複
文
構
造
は

、

第
十

七

願
の

行
に

関

す
る

明

確
な

思
想
的
根
拠
や

明
晰
な

理

解
力
・

表
現
力
が

あ
る

か

ら
で

き
た

対
応
で

あ
る

。

「

信
心

か
」

、

「

念

仏
か
」

と
い

う
喫

緊
の

問
題
に

、

こ

の

二

項
対
立

的

問
い

を

厳
し

く
否
定
し

た

命
題

文
か

ら
も

、

そ

れ

は

判

る
。

結
び

で

親
鸞
は

念
仏

も

信
心
も
全
て

が

阿

弥
陀
仏
の

誓
い

で

あ
る

　
　
　

　
　
　

　
　
ヘ

　
　

ヘ

　
　

ヘ
　
　

ヘ
　
　

ヘ
　
　

ヘ
　
　

ヘ
　
　

ヘ
　
　

ヘ
　

　
ヘ
　

　

ヘ
　

　

ヘ
　
　

ヘ
　
　

ヘ
　
　

ヘ
　
　

ヘ
　
　

ヘ
　

　
ヘ
　

　
へ

と

強
調
し

て

い

る
。

こ

の

両
方
同

時
に

大

事
と
い

う
強
調
こ

そ

親
鸞
思
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ヘ

　
　

ヘ

　
　

ヘ
　
　
へ

想
の

特
徴
で

あ
る

。

た

だ

此

を

聞
く

弟
子
に

は
、

そ
れ

が
「

ど
ち

ら
」

と
い

う
二

項
対
立

的
疑
問
へ

つ

な

が
っ

た

の

で

あ
ろ

う
。

こ

の

難
問
解

決
と
い

う
喫

緊
の

課
題
を

う
け
て

の

対
応
で

あ
る

『

末
燈
鈔
』

を
、

そ

の

背
景
を

顧
み

ず
『

教
行
信
証
』

に

重
ね
る
こ

と

に

は

躊
躇
い

が

あ
る

。

　

親
鸞
の

念
仏
思

想
で

「

信
心
」

に

着
目

す
る

こ

と

は

重
要
だ

が
、

「

往

相
回

向
」

の

「

行
」

「

信
」

は
、

離
れ
て

成
立
し

な
い

。

故
に

殊
更
に
「

信

心
」

に

偏
重
す
る

論
説
は

親
鸞
の

念
仏
思

想
を

見
誤
る

可

能
性
が
あ
る

。

ま

た
一

部
の

講
録
が

『

末
燈

鈔
』

解
釈
を

以
て

「

行
一

念
」

を

解
説
し

た

が
、

僧
叡
が
述
べ

る

如

く
「

言
い

始
め

は

文
類
（

『

教
行
信
証
』

）

で

あ

る
」

と

い

う
理

解
を

持
つ

べ

き
で

、

『

教

行
信
証
』

の

文
献
学
的

考
察

を
以

て
、

和
語
聖
教
の

解
釈
を

行
う
努
力
を
し
た
い

。

1
　
『

真
宗
全

書
』

三

六

巻、

四

三

頁
。

　
　

　

2
　
『

真
宗
全

書
』

三
二

巻、

二

九

三

ー
二

九
八

頁
。

　
　
　

3
　
『

真
宗
叢
書
』

七

巻
、

八

七

−
八
八

頁
。

4
　
『

真
宗
全

書
』

二

四

巻
、

二

七
一

−
二

七
五

頁
。

　
　

　

5
　
『

真
宗
全

書
』

三

〇
巻

、

三

七
　

1
三

七

五

頁
。

　

　
　

6
　
『

真
宗
叢
書
』

八

巻、

七
六

−
入
一

頁
。

　

　
　

7
　
『

真
宗
叢
書
』

七

巻
、

二

九

−
三

〇
頁

。

8
　
『

真
宗
叢
書
』

八

巻、

＝
一
四

ー
一

二

六
頁

。

　

　
　

9
　
『

真
宗
全

書
』

二

六

巻
、

二

八

六

−
二

九

七

頁
。

　
　
　

10
　
『

真

宗
全

書
』

二

二

巻、

二

三

九

−
二

四

〇

頁
。

　
　

　

11
　
『

真
宗

大

系
』

十
三

巻
、

二

九

三

ー

二

九

四

頁
。

　

　
　

12
　
「

所
信
」

と

「

能
信
後
」

の

行
の
一

念
を
考
え
る

根
拠
と

し
て

『

末
燈
鈔
』

「

行
と

申
す
は

（

中
略
）

行
な

り
」

の
一

文
を

引

用

す
る

。

　

　
　

13
　
親
鸞
思
想
で
は

往
生

の

業
は
「

た

だ

念
仏
」

で

あ

り、

往
生
の

因
は
「

た

だ

信
心
を

も
っ

て
」

で

あ
る

。

つ

ま

り
、

往
生

の

因
は

『

末
燈
鈔
』

に

み
る

「

行
の
一

念
・

信
の
一

念
」

の

解
釈
に

つ

い

て

（

岡
）

「

信
心
」

で

あ

る

か
ら
、

親
鸞
は

信
心
往
生

と

見
る

こ

と

が

で

き
る

が
、

そ

の

信
心

は

「

念
仏

往
生
」

と

語
ら

れ

た

念
仏
の

真
実
法
を
聞
く
と
こ

ろ

に

「

聞

即
信
」

と

獲
ら
れ

る

こ

と

に

な
る

。

よ
っ

て

親
鸞
思
想

の

中
心

は

「

念

仏
往
生
」

に

な
る

。

親
鸞
を
慕
う
人
た

ち

は
、

そ

れ
を

親
鸞
か
ら

聞
か

さ

れ

て

い

た
、

親
鸞
不
在
の

と

き
念
仏
よ

り
信
心
が

あ
れ

ば

往
生

す
る

と

聞
か

さ

れ

て

大

き
く

動
揺
し

た
こ

と

が

考
え
ら

れ

る
。

つ

ま
り

、

信
心
か

念
仏
か

と

い

う
二

項
対
立

的
混
乱
を

解
決
す
る

目
的

が

あ
っ

た

と
い

え

る
。

元
よ

り
反

対
派
が

手
紙

や
懇

志
を

送
る

と

も
考
え

ら

れ
な
い

。

こ

の

返

信
は

、

そ
の

よ

う
な

親
鸞
を
慕
う
人

た
ち
を
配
慮
し
つ

つ

書
か
れ

た

も
の

で

あ
ろ

う
。

14
　
『

真
聖
全
二
』

二

巻、

二

頁
。

　
　
　

15
　
『

真
聖

全
二
』

二

巻
、

五

頁
。

16
　
『

真
聖

全
二
』

二

巻
、

四

七

頁
。

　

　

　

17
　
『

真
聖

全
二
』

二

巻
、

七
一

頁
。

　
　

　

18
　
『

真
聖

全
二
』

二

巻、

七
一

頁
。

　
　
　

19
　
拙
論

「

『

唯
信
抄
』

と

親
鸞
思
想

1
そ
の

念
仏

思

想
に

つ

い

て

　
　
」

、

『
印
度
哲

学
仏
教

学
』

第
二

二

号、

二

〇
〇
七

年
。

　
　

20
　
内
藤
知
康
「

「

行
文

類
」

称
名
破

満
釈
の

解
釈
に

つ

い

て
」

、

「

龍
谷
大
学
論

集
』

四

七

九

巻
、

二

〇

一

二

年、

四

四

頁、

「

親
鸞
は

仏
教
論
理

学
で

あ
る

因
明
の

修
辞

法
の

宗
・

因
・

喩
と
い

う
形

式
に

親
し
い

の

で

は

な
い

か
（
趣
意
）

」

と

述
べ

る

が、

同

感
で

あ
る

。

「

ひ

と

声
を
も
称
え、

も
し
は

十
念
を

も
せ

ん

は

行
な

り
」

は

「

喩
」

に

相

当
す
る

。

京

都
を
遠
く
離
れ

た

門

弟
の

混
乱
と

不
安
の

解
決
と

い

う
喫
緊
の

課
題
に

、

「

あ
な
た

が

疑
い

な

く
聞
く
こ

と

は
、

あ
な
た
の

口

か

ら

念
仏

申
す
こ

と

に

他
な
ら

な
い
」

と

い

う
具

体
的
喩
え
を
用
い

な

け
れ

ば

な

ら
な

か
っ

た

と

考
え
る

。

故
に

冷
静
に

論
考
で

き
る

『

教
行
信
証
』

の

説
き

様
で

は
な

く
、

敢
え
て

衆
生

の

能
動
性
と

も
と

れ
る

表
現
を

用
い

た
の

で

は

な
い

だ
ろ

う
か

。

〈

キ
ー

ワ

ー

ド
〉

　
『

末
燈
鈔
』

第
十
一

通
、

第
十
七

願
の

行
、

行
の
一

念

　
　
（
近

畿
大
学
兼
務
講
師
）

＝
二

五
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